
中国の木構造設計規範の改定について 

 

１．木構造設計規範について 

中国の木構造設計規範とは、木構造の設計に関する工法、構造、材料、強度、防

火等の基本事項を定めたもので、日本の建築基準法に相当するもの。 

 

２．経緯 

1955 年 木構造設計暫行規範が制定され、トラスなど古典的木造建築が可能に。 

1973 年 第 1 回改定から木構造管理委員会が設立され、正式な規範となる。 

1988 年 第 2 回改定では集成材構造が新設される。 

2003 年 第 3 回改定に米・加が参加。２ｘ４工法が盛り込まれる。 

2009 年 第 4 回改定のための改定委員会発足。 

2010 年 日本木材輸出振興協議会と中国の木構造設計規範国家標準管理委員

会は、日本産木材の利用等の検討についての協力に関する協議書を締

結。 

2014 年 日本側提案の大部分の受け入れ確定 

2017 年 11 月 20 日 木構造設計規範の改定版である「木構造設計標準」公告。 

2018 年 5 月 31 日 「木構造設計標準」の印刷発行（予定）。 

2018 年 8 月 1 日 「木構造設計標準」施行（予定）。 

 

３．「木構造設計標準」に盛り込まれた日本側提案のポイント 

（１）木造建築に使用できる樹種として、日本産のスギ、ヒノキ、カラマツを明記。 

強度等級 適用樹種（例示） 

 強 

 

 

 弱 

ＴＣ１７ 欧州アカマツ 

ＴＣ１５ ベイマツ ベイツガ 米国南部マツ 

ＴＣ１３ 欧州トウヒ 日本ヒノキ 日本カラマツ 

ＴＣ１１ ＳＰＦ ラジアータマツ コウヨウザン 日本スギ 

 

（２）木造軸組構法について、新たに、梁と柱、壁、床組等に関する基準を設定。 

 

４．「木構造設計手引」 

 「木構造設計標準」に対応し、設計・施工にあたっての具体的な指針となる「木構造

設計手引」の改定については、2017 年 4 月に第 1 回改編委員会を開催。2018 年 4

月の第 2 回委員会からは日本側の参加を検討。 

 



５．木造軸組構法のモデル建築棟 

日本木材輸出振興協会では、林野庁の補助を受け、木構造設計規範改定版に対

応した木造軸組モデル建築棟を建設し、木造軸組構法の普及に努めている。 

 

① 2014 年 3 月 日本産木材利用実証モデル住宅「和邸」（大連） 

② 2015 年 11 月 日本産木材利用展示モデル建築棟「和居」（大連） 

③ 2017 年 3 月 中国南部市場向け日本産木材利用建築棟「広東モデル」（東莞） 



正式掲載サイト：国家工程建設標準化情報網（http://www.risn.org.cn） 

告示ページ：http://www.risn.org.cn/bzgg/More.aspx?Class=004001 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


